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普
天
間
高
校
内
に
、
た
く
さ
ん
の
見
慣
れ
な
い

樹
木
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
特
に
裏

門
付
近
に
あ
る
樹
木
園
に
は
、
ソ
リ
ザ
ヤ
ノ
キ
、
パ

ン
ノ
キ
、
イ
ン
ド
ゴ
ム
ノ
キ
な
ど
、
沖
縄
在
来
で
な

い
樹
木
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
普
天
間
高
校

の
敷
地
が
沖
縄
県
立
農
事
試
験
場
普
天
間
試
験
地

で
あ
っ
た
頃
に
植
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。
戦
前
導

入
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
樹
木
は
戦
禍
を
免
れ
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
普
天
間
試
験
地
は
も
と
も
と
、
明
治
二
十
一
︵
一

八
八
八
︶
年
の
中
頭
高
等
小
学
校
設
立
か
ら
始
ま

り
、
明
治
三
十
五
年
に
中
頭
郡
各
間
切
組
合
立
農

事
試
験
場
、
明
治
四
十
年
に
は
農
学
校
と
な
り
、
農

学
校
移
転
後
の
大
正
十
二
︵
一
九
二
三
︶
年
に
は
、

県
立
農
事
試
験
場
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
六
︵
一
九

三
一
︶
年
に
農
事
試
験
場
は
真
和
志
に
移
り
ま
す

が
、
普
天
間
は
試
験
地
と
し
て
存
続
し
、
甘
藷
︵
サ

ツ
マ
イ
モ
︶
や
麦
な
ど
を
中
心
に
試
験
研
究
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
現
在
の
普
天
間
小
学
校

も
そ
の
敷
地
︵
農
場
︶
で
、
周
辺
に
は
、
中
頭
地
方
事

務
所
や
教
育
会
館
な
ど
の
公
共
施
設
も
あ
り
ま
し

た
。

　
こ
の
普
天
間
試
験
地
で
育
成
さ
れ
た
有
名
な
品

種
で
、﹁
沖
縄
百
号
﹂
と
い
う
品
種
が
あ
り
ま
し
た
。

多
収
穫
な
点
が
全
国
的
に
も
評
価
さ
れ
、
奨
励
品

種
と
し
て
全
国
に
普
及
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま

た
、﹁
比
謝
川
一
号
﹂
と
い
う
品
種
も
こ
の
地
で

育
成
さ
れ
ま
し
た
。
通
常
、
収
穫
に
半
年
ほ
ど
要

す
る
甘
藷
で
す
が
、
こ
れ
は
三
カ
月
で
収
穫
で

き
る
も
の
で
、
昭
和
十
九
年
以
降
に
全
県
的
に

普
及
し
、
戦
時
体
制
下
か
ら
戦
後
に
か
け
て
庶

民
に
重
宝
さ
れ
、﹁
命
を
救
っ
た
イ
モ
﹂
と
し
て

語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
高
等
学
校
と
し
て
人
間
育
成
の
場

で
す
が
、
農
事
試
験
場
普
天
間
試
験
地
で
あ
っ

た
こ
と
を
樹
木
園
の
木
々
は
伝
え
て
い
ま
す
。
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はくぶつかんの

部屋
～“字展”は地域交流の場！～
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市
立
博
物
館
で
行

う
企
画
展
に
は
、
博

物
館
単
独
も
あ
れ
ば
、

学
校
や
地
域
と
連
携

し
た
展
示
会
も
あ
り

ま
す
。
今
回
は
地
域

と
結
び
つ
い
た
企
画

展
に
つ
い
て
、
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

市
立
博
物
館
で
は
、

地
域
と
共
同
し
た
展

示
会
と
し
て
毎
年
、「
ぎ
の
わ
ん
の
字
展
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
字
と
は
市
町
村

を
細
分
す
る
区
画
を
表
し
ま
す
が
、
琉
球
王

国
時
代
に
呼
ば
れ
て
い
た
村
を
明
治
政
府
が

１
９
０
８
（
明
治
４１
）
年
の
沖
縄
県
及
島
嶼

町
村
制
で
改
称
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。

ま
た
本
市
は
、
一
部
の
地
域
が
米
軍
基
地
建

設
等
に
よ
っ
て
接
収
さ
れ
、
戦
前
の
形
態
か

ら
大
き
く
変
化
す
る
と
共
に
、
か
つ
て
の
地

域
の
様
子
を
語
れ
る
方
も
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
市
内
の
一
地

域
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
紹
介
し
、
地
域
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
目
的
で
字
展
を
始
め

ま
し
た
。

　

字
展
で
は
、
主
に
そ
の
地
域
の
歴
史
や
文

化
等
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
展
示
の
一
部

を
自
治
会
や
地
域
の
方
に
お
願
い
し
、
自
治

会
紹
介
や
字
誌
を
編
さ
ん
す
る
地
域
で
は
資

料
募
集
を
行
う
等
、
地
域
な
ら
で
は
の
活
動

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。
展
示
会
の
タ
イ
ト
ル

も
地
域
の
特
徴
を
活
か
そ
う
と
地
元
の
声
も

聞
き
な
が
ら
決
め
ま
す
が
、
展
示
や
タ
イ
ト

ル
決
め
も
地
元
の
熱
意
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
字
展
は
、
１９
年
度
の
入
門
編
か
ら
始

ま
り
、こ
れ
ま
で
真
志
喜
・
伊
佐
・
字
宜
野
湾
・

喜
友
名
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
６
回
目
と

な
る
今
回
は
、「
大
謝
名
」
を
紹
介
し
ま
す
。

大
謝
名
は
、
古
く
は
真
志
喜
・
大
山
も
含

め
て
「
謝
名
」
と
呼
ば
れ
、
中
山
王
・
察

度
と
縁
が
あ
り
、
ま
た
、
毎
年
８
月
十
五
夜

に
は
、「
け
ん
か
獅
子
、
イ
キ
ガ
シ
ー
シ
（
男

獅
子
）」
と
呼
ば
れ
る
獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ

る
な
ど
、
歴
史
あ
る
地
域
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
と
共
同
し
た
企
画
展
は
、

地
域
を
知
る
学
び
の
場
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
方
に
も
思
い
出
話
の
絶
え
な
い
交
流

の
場
、
若
い
世
代
へ
の
継
承
の
場
と
な
る
展

示
会
で
す
。
こ
の
機
会
に
、「
ぎ
の
わ
ん
の

字
展　

お
お
じ
ゃ
な
〜
獅
子
按
司
加
那
志
が

護
る
ム
ラ
〜
」
を
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
域
と
の
共
同
企
画
展
・
ぎ
の
わ
ん
の
字
展

 

「
お
お
じ
ゃ
な
〜
獅
子
按
司
加
那
志
が
護
る
ム
ラ
〜
」

■
期
間
：
２
月
６
日
（
水
）
〜
３
月
３
日
（
日
）

■
場
所
：
市
立
博
物
館

■
入
場
：
無
料

■
問
合
せ
：
市
立
博
物
館  
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▲前回の字展（喜友名編）のようす

▲大謝名の獅子舞（2012年）


